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　理学系研究科は，文部科学省支援の

「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

に，「理学系大学院教育先導プログラム」

（IPEGSS）として採用され，若手研究リー

ダーの育成を強力に推進している。その

一環として，二つの理学系共通講義，「教

育クラスター講義」と「先端科学技術特

論」が新たに開講された（http://www.

s.u-tokyo.ac.jp/ipegss/courses/）。

　「教育クラスター講義」では，全 6専

攻の教員による「物質」「宇宙」「生命」

「環境」を切り口とした講義が行われる。

2006 年度のテーマは「物質」と「宇

宙」。3日間にわたる講義には，連日 60

～ 70 名の理・工・農・薬系などの大学

院生・学部生が出席し， 12 名の講師陣

による基礎から最先端にわたる講義が行

われた（6月 28日（水）～ 30日（金）：

化学講堂・小柴ホール）。

　「先端科学技術特論」は，企業人による

最先端講義。小柴ホールにて，7月 7日

（金）には佐藤馨氏（JFEスチール研究所）

による最新鉄鋼材料に関する講義，7月

14日（金）には堀内正氏（第一製薬創薬

理学系研究科で展開される理学系研究科で展開される
魅力ある新教育プログラム魅力ある新教育プログラム

開拓研究所）による最新の創薬技術戦略

に関する講義が行われた。企業研究にお

いても基礎研究がきわめて重要であるこ

とを再認識できる講義内容であった。活

発な質疑応答が行われ，学生の企業研究

についての関心度の高さが示された。

　理学系研究科では，学生の視野を広げ

るべく，今後もさまざまな分野の企業研

究者による最先端科学技術論講義を企画

する予定である。

塩谷　光彦（化学専攻　教授）

　理学系研究科全 6専攻は，4つの 21

世紀 COE プログラムのもとに日々，世

界最先端の研究を行い，理学の真理を

探求している。去る 7月 27 日（木）と

28日（金），小柴ホールにて「魅力ある

大学院教育」イニシアティブのスーパー

TAと COE 拠点の若手教員が企画・運営

する，「理学系 COE・大学院教育イニシ

アティブ若手合同シンポジウム」が開

催された（http://www.s.u-tokyo.ac.jp/

ipegss/event/coe-sympo/）。講師はすべ

て大学院生か若手教員。「物質」「宇宙」「生

命」「環境」の 4つのセッションにおいて，

まず，スーパー TAにより各テーマの概

略説明があり，続いてテーマ毎に 3～ 4

名の大学院生や若手教員による講演が行

われた。最新の研究成果が次々と発表さ

れ，熱心で活発な討論が繰り広げられた。

　本合同シンポジウムは，6 名のスー

パー TA（坂口潤：生物科学，末原大幹：

物理学，田中大士：化学，鳥居雅樹：生

物化学，吉田真希子：天文学，渡辺周吾：

地球惑星科学）と 4 名の 21 世紀 COE

拠点若手教員（近藤真理子，砂村倫成，

田代省平，渡辺紳一）が，プログラム作成，

講師依頼，要旨集やポスターの作成，当

日の運営まですべてを担当した。このよ

うな理学系研究科全体が主体となり，若

手中心に手作りのシンポジウムを開催す

るのは，初めての試みである。若手研究

者の眼からみた新鮮な切り口を垣間みる

ことができ，たいへん印象深いシンポジ

ウムであった。

スーパー TA と 21 世紀 COE 若手スーパー TA と 21 世紀 COE 若手
教員による合同シンポジウム開催教員による合同シンポジウム開催

塩谷　光彦（化学専攻　教授）

生物科学から「物質」を眺めると…？　「物質」編「蛋白質の自己集合」（生物科学専攻，神谷律教授）
の講義の様子

スーパー TAによる講演「物質」編 若手同士で，質疑応答も活発に交わされた。

合同シンポジウムのポスター
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　東京大学オープンキャンパスが 2006

年 8 月 1 日（火）と 2日（水）の 2日

にわたって開催された。わが理学部も，

初日の 1日，本郷キャンパス公開に参

加し，昨年同様，理学系研究科の各専攻

と，関連する専攻・施設の協力を得てバ

ラエティ豊かな展示，演示実験や講演を

行った。本郷全体の参加者は全国から約

4500 人（うち事前登録者約 2700 人）

を数えたが，そのうち 1900 人を超え

る参加者（うち事前登録者 765 人；高

校生が全体の 90％）が理学部を訪れた。

一昨年は 408 人，昨年は 476 人であっ

たことを考えると 4倍という驚くべき

参加者人数の増加である。今年から抽選

制をやめて，申し込み順で受付，3000

人程度で打ちきるという本部の方針変

更，事前登録の有無にかかわらず受け入

れるという理学部の方針が相まって，こ

のような増加となったとも考えられるが，

いっぽうで，高校生にとって理学部が大

いに魅力のある学部であることを再確認

することにもなった。

　昨年まで行われていた，安田講堂での

参加者オリエンテーションがなくなり，

参加者は安田講堂前のテントで受付を済

ませてそのまま予約した各学部に散って

いくのが，今年の方式である。そのため

か，7時 10 分には人が集まり始め，9

時過ぎには正門から長蛇の列となった。

混乱を避けるため本部受付が 30分繰り

上げられて 9時 30 分からとなり，それ

に合わせて理学部 1号館での受付も 9

時 45 分に繰り上げられた。理学部広報

委員会では，午前午後の事前登録者各

500 人に加え，300 人程度の飛び込み

参加者を予想し，登録グッズ（理学部ムッ

クを含む）を午前用に 1300 セット用意

したのだが，見る見るうちになくなって

いく。追加セット 300 セットを袋詰め

してようやく間に合わせ，午前中で約

1400 人を受け付けた。学生諸君が声を

からして参加者を誘導してくれたために，

受付に人が滞留することもなくスムーズ

に登録が行われた。午後の受付では先着

200名で用意した1600部の理学部ムッ

クがなくなり，夕方 5時の受付終了時

1900 人が訪れた理学部1900 人が訪れた理学部
オープンキャンパス 2006オープンキャンパス 2006

には用意した理学部展示パンフレット

1900 部がすべてさばけた。

　昨年から始まった小柴ホールにおける

大学院生・博士研究員による講演会も今

年は立ち見がでる大盛況となった。さら

には「STMではなぜトンネル電流を使

うのか」というような高校生とは思えな

い質問も飛び出した。昨年のアンケート

で「大学生ともっと話をしたかった」と

いう声が多かったことから，今年はコ

ミュニケーションスペースと銘打った談

話スペースを各専攻に設け，男女の学部

学生を配置した。各専攻での最先端研究

の勉強に加えて，「いつから受験勉強を

始めたか」「どのようにして学部を選ん

だか」などという高校生の切実な疑問に

答えてもらったことは，多くの高校生に

好評だったようである。

　引きも切らず押し寄せる参加者を迎え

た理学部オープンキャンパスは 17 時 30

分に終了した。朝方は曇りがちの天気で

あったおかげもあり，懸念された事故や

病人を出すこともなく行事を終えること

ができた。当日の反響，アンケートの結果

をみると，希望者全員を受け入れた理学部

の方針はたいへん好意的に受け止められ

た。ただ，あまりに多くの参加者が来たた

めに，一部の専攻では希望者全員を受け

入れることができず，せっかく興味をもっ

て遠方から来学した高校生が希望の専攻

を訪問できなかったというケースもでた。

来年以降，検討すべき課題である。

　公開に協力して頂いた研究室，実行委

員および広報委員，事務部庶務課，広報室

のメンバーそして学生アルバイトの皆さ

んに，この場を借りてお礼を申し上げたい。

中村　栄一（化学専攻　教授）

理学部 1号館受付開始前の様子

小柴ホールでの講演会の様子。左：午前の部。前室モニターでの視聴席　右：午後の部。質問時間

理学部 2号館前での生物学科の模擬授業の様
子。中央は植物園・邑田仁教授

コミュニケーションスペース（地球惑星物理
学科・地球惑星環境学科）の様子
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　午前の部の参加者は 200 人を超え，

小柴ホール前室モニターでの視聴席も

いっぱいになるほどの盛況ぶりであった。

　11 時，松浦充宏副研究科長の挨拶を

幕明けに，藤井通子さん（天文学専攻修

士課程 2年）の司会で，藤原英明さん（天

文学専攻修士課程2年）の講演が始まった。

　藤原さんが天文学に興味をもったきっ

かけは，小学 3年の時，北海道の従兄

弟に望遠鏡で月を見せてもらい，感動し

たことである。今も星空を眺めるのが好

きで，数え切れないほどの星々を見て，

この宇宙はどのような構造をしているの

だろうと思いを馳せるそうだ。

　宇宙というと，華々しい銀河や星ばか

りが注目されがちだが，宇宙には大きさ

が 0.1 μ m程度の “チリ” も数多く存在

しており，藤原さんがとくに興味をもつ

のは，私たちの住む地球や私たち自身の

ルーツを探る手がかりとなる「原始惑星

系円盤」の中にある “チリ” である。

　1995 年以来，太陽系外の惑星系が

続々と見つかっているが，その母胎であ

る原始惑星系円盤の構造としては，平ら，

ドーナツ，うずまき等，個性的なものが

存在することが明らかになってきた。最

近，藤原さんたちは，ハワイ・マウナケ

ア山頂にある「すばる望遠鏡」を用いた

中間赤外線での観測により，これまでに

ない “バナナ＋すきま” 構造をもつ円盤

を発見した（図 1）。また，中間赤外線

の分光により，“チリ” の性質や材質も

また円盤ごとに個性をもっていることを

オープンキャンパス講演会レポート午前の部オープンキャンパス講演会レポート午前の部

宇宙の “チリ” に宇宙の “チリ” に
我々のルーツを探る我々のルーツを探る

つきとめたということだ。ここで，「す

ばる望遠鏡」での実際の観測現場の様

子も紹介された。今後は，今年 2月に

打ち上げられた日本初の赤外線天文衛星

「あかり」の観測により，円盤をもつ若

い星が新たに続々と見つかる可能性も期

待できるという。

　最後に藤原さんは，惑星系（円盤）の多

様性と普遍性を切り分けることで，「私た

ちの太陽系は，選ばれし惑星系なのか？」

というむかしからの問題を解き明かしたい

というのが自らの目標であることを話し，

約40分間の講演をしめくくった。

　講演後には藤原さんに質問する参加者

の列ができ，藤原さんはどの参加者に対

しても懇切丁寧に対応していた（図 2）。

広報誌編集委員会

図2：講演後，質問者の列ができた。一番右側が藤原さん図 1： “バナナ +すきま構造” を
もつ円盤。国立天文台提供

　午後の部の講演は化学専攻の大城敬人

さん（博士研究員）によるもので，ナノ

スケールの「手」でDNAの塩基配列を見

るという，刺激的な内容であった。理学

部全体の来場者数が午前より減ったこと

もあり，午前のように人が溢れることは

なかったものの，小学生から中高年の方

まで，約100人が熱心に聞き入っていた。

　酒井英行副研究科長による理学系研究

科・理学部の紹介の後，講演が始まった。

まず，大城さんは「DNA とは何か」と

いう初歩的なところから，アニメーショ

ンをまじえつつ分かりやすく説明した。

次に，DNA を「見る」ことで何ができ

るか，具体的な話を数例あげて，聴衆の

興味を喚起した。たとえば，遺伝情報に

あわせた治療を行う「テーラーメイド医

療」や食品の DNA鑑定，さらには DNA

情報を辿ることにより人類の起源を探る

こともできるという。

　実際に DNA を「見る」には，走査ト

ンネル顕微鏡（STM）という顕微鏡を使

う。STMには「探査針」があり，この

探査針を観測対象の表面に沿って動かす

ことにより，観測対象の表面の様子をナ

ノメートルのオーダーで測定できる。し

かし，単純に STM で DNA を観測する

だけでは，塩基の列は見えるものの，塩

基の種類（アデニン（A），グアニン（G），

シトシン（C），チミン（T））を区別で

きないので，DNA の情報（塩基配列）

を見ることはできない。

　そこで大城さんは独自の工夫として，

探査針の先端に塩基を付けて「ナノの手」

オープンキャンパス講演会レポート午後の部オープンキャンパス講演会レポート午後の部

みえないものをみるみえないものをみる
－自然をまねしたナノの“手”で，－自然をまねしたナノの“手”で，

触って感じるDNA触って感じるDNA

を作成した。これを用いて DNA を観測

することにより，「ナノの手」の塩基と

相補的な塩基を判別することに成功し，

DNAの塩基配列も「見る」ことができた，

というのが講演の結論であった。

　この最後の話は，実は昨年 12 月に大

城さんが発表したプレスリリースそのも

のである（本誌 37 巻 6 号に掲載）。40 

分という短い時間で初歩から最先端まで

を解説した，内容の濃い講演であった。

広報誌編集委員会

図： 大城さんの講演に聞き入る聴衆
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　物理学専攻の内田慎一教授（物性実験）

が，本年度のカマリング－オンネス賞を受

賞されました。

　この賞の名前となっているカマリング

－オンネス（Kammerling Onnes）とは，

1911年に超伝導現象を発見したオランダ

の物理学者の名前で，この方に因んで超伝

導に関する実験のうち，とくに際だった業

績に対して与えられます。この賞は3年

に一度「超伝導・高温超伝導の物質とメカ

ニズムに関する国際会議」において発表さ

れますが，今年の会議において，内田教

授，プリンストン大学のオング教授（N. P. 

Ong），東大新領域の高木英典教授が「銅

酸化物高温超伝導体における異常金属相に

対する先駆的かつ根本的な輸送特性の実

験」に対して受賞されました。内田教授は，

2006年7月12日（水）に3人を代表し

て受賞講演を行いました。

　ちょうど20年前の1986年，それまで

の予想をはるかに越えた高い温度で超伝導

を示す一連の銅酸化物として高温超伝導体

が見出されました。内田教授は当時工学部

において高木氏（当時大学院生），北澤教授，

田中教授と共に世界に先駆けて高温超伝導

を確認し，詳しい物性特性に耐えうる良質

の試料を作成しました。この研究をきっか

けとして，世界中で高温超伝導体の真剣な

物性研究が始まったといえます。その後も

内田教授は，高精度の試料とともに，ひじょ

うに興味深い高温超伝導体の性質を次々と

明らかにしてこられました。

　たとえば研究の初期の段階で，光学伝導

度の実験から，絶縁体に注入された電気伝

導を担う粒子（キャリア）の性質の特異性

を明らかにしました。また，高温超伝導を

示す2次元面内と面間の電気抵抗がひじょ

うに珍しい特徴をもつことを示し，通常の

金属では理解できないということを明確に

示しました。さらに，現在「ストライプ状態」

と呼ばれている状態は，内田教授の国際共

同研究によって見出されたものです。この

状態は，電荷とスピンが2次元面内で規則

内田慎一教授のカマリング－内田慎一教授のカマリング－
オンネス賞受賞をお祝いしてオンネス賞受賞をお祝いして

的に並ぶという状態で，他の固体物理学の

分野へも大きな影響を及ぼしています。さ

らに最近では，超伝導転移温度より高温の

状態においても，なんらかの超伝導的な様

相を示すというひじょうに特異な現象を見

出しました。

　このように内田教授は高温超伝導体にお

ける異常な物理現象を，とくに電荷の自由

度という観点から明らかにするという研究

を，世界をリードして行っています。理論

の研究者にとっても，他の実験の研究者に

とっても刺激的な実験を続々と示されてき

ました。今後も，内田教授のますますのご

活躍を期待しています。

小形　正男（物理学専攻　助教授）

発足式典での講演。左は大熊健司理事（理化学研究所），右は小宮山宏総長（東京大学）。

「東大－理研共同核物理国際「東大－理研共同核物理国際
プログラム発足式典」実施報告プログラム発足式典」実施報告

　　　大塚　孝治（物理学専攻・
原子核科学研究センター　教授）

　東京大学大学院理学系研究科と理化学

研究所仁科加速器研究センター ( 理研 )

は，「東大－理研共同核物理国際プログ

ラム」を発足させ，その活動を共同して

推進することに 2006 年 6月 30 日，合

意した。

　世界最新鋭で最大の重イオン加速器

RIBF が理化学研究所で完成を目前に控

えている。本プログラムの設立により

RIBF と，SHARAQ を始めとする東大の

先端的装置を組み合わせた実験研究，さ

らにそれに関わる理論研究を，国際的な

展開の中で一層発展させることを目指し

ている。その結果，米国を始めとする世

界各国との国際的な連携が促進され，東

大と理研が重イオンビームによる核物理

学で世界を先導する学術拠点として格段

に大きな役割を果たすと期待される。

　本プログラムは 2004 年 4月に東京大

学と理化学研究所が締結した包括的な連

携協力協定に基づいて行う最初の本格的

な共同事業であり，大型研究施設を有す

る理研と，人材や多彩な機器などを有す

る東京大学がビッグサイエンスの研究を

進める新しい方式の模索にもなっている。

　発足式典では，岩澤康裕研究科長，大

塚孝治教授（プログラム代表），矢野安

重理研仁科加速器研究センター長からの

趣旨説明に続き，小宮山宏総長，大熊健

司理研理事（野依良治理事長の代理）な

どからお言葉をいただいた。また，岡村

定矩副学長も含めた東大，理研 3名ず

つでの共同記者発表を行い，式典後の懇

親会では日本学術振興会国際事業部長深

井宏氏らによるお言葉もいただいた。

内田真一教授
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ト ピ ッ ク ス

研究支援・外部資金チーム財務チーム 経理チーム

旧体制

新体制

①会計総務業務

②決算業務

①研究支援業務

②外部資金業務

③旅費・謝金業務

①調達業務

②管理業務

③入力業務

研究協力係司計係 経理係 給与係 用度係 施設係

　法人化後，東京大学においては業務改善

および事務組織の見直しが全学的に取り組

まれてきているが，理学系研究科において

も業務改善ワーキンググループを設置し，

検討を重ねてきた。このたび，中央事務部

の財務会計部門に関し，業務内容の統合・

共通化を図ることにより効率的な業務が遂

行できるものと考え，2006年7月1日か

ら，従来の5係（司計係，経理係，給与係，

用度係，施設係）を3チーム制（財務チー

ム，研究支援・外部資金チーム，経理チー

ム）に改組した。

　各チームのおもな業務，および旧体制と

の関係は，以下のとおりである。

理学系研究科等事務部会計関係組織の改組について理学系研究科等事務部会計関係組織の改組について

　なお，職員の定員削減に対応するため，

今後とも財務会計部門に限らず，より効果

的・効率的な業務遂行を目指して，不断の

業務見直しを行ってゆきたいと考えており，

皆様のご理解とご協力をお願いしたい。

梅原　英克（副事務長）

財務チーム

① 会計総務業務：

　 予算要求，予算配分，債権管理（授業

　 料等），保険，会計関係の諸問題等の立案。

② 決算業務：

　 決算，伝票監査。

研究支援・外部資金チーム

① 研究支援業務：

　 研究に関する支援業務。

② 外部資金業務：

 　外部資金（科研費等）に関する受入，　

　 契約，報告等。

③ 旅費・謝金業務：

　 旅費，謝金。

経理チーム

① 調達業務：

　 物品，役務，工事に関するすべての契約。

② 管理業務：

　 建物の維持管理，資産管理，環境安全，

　 宿舎。

③ 入力業務：

　 契約伝票の財務会計システムへの入力。


